








( B ) The East 1ndia C冶mpanyin trust for 



















































cing 1st May 1814: containing the General 
accounts of the Company to the 30 th Apri1 
1834 : and the c10sing of their Commercial 
Concerns under the Act 3 rd and 4th wi1: 




















































































































lndia Office Library and Records に所蔵
されてし、るが，そのレファレンス・ナンバー











ナンバーはL/ A G /1/5/29である。ついで、第
2冊目は1817年5月より1820年4月までで，
L / A G /1/5/30であり，第3冊目は1820年5
月より1824年4月までで， L/ A G/1/5/31で
ある。第4冊目は1824年5月より1827年4月
までで， L/ A G /1/5/32であり，第5冊目は
1827年5月より1830年4月までで， L/AG/ 
1/5/33である。最後の6冊目は1830年5月よ
























May 111 By General Joint stock 
brought frorn Leger U 6， 000， 000 
1834 
May 31 3 By Bala叙阻附n凹lCωe.日…….日…. …日.arno叩un口m
of the capital stock 6， 000， 000 
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資本勘定(1ページ〉の最初の記入は， 1814 
年5月1日づけの貸方記入でBySev (era) 1 





ral accounts Brought from Lager UとL、う













































to Dividends on Stock-for One Year's 








General Joint Stock brought from Leger 
U (U元帳より繰越の資本勘定が借方に〉と
Lづ摘要で.t56，997-5-11としづ記入があ
る。 ついで、bySeveral accounts-amo (un)t 







は貸方の摘要としてbyProfit and Loss，one 







Several accounts...とL、う摘要であるが， 20 





mercial Books...と書かれているが， for 10s-







1814年度の借方記入は 9項目あるが， to 
Commercial charges.ー とL寸勘定記入はま
ことに大額である。下巻の571ページから573
ページにCommercialCharges in India and 




-for balance to debit of that accountと
Lづ摘要が記されている。
損益勘定の借方，貸方ともに出てくる相手勘
定としての Legerfor Compeny's Goods勘
定であるが， 15ページから18ページに設けら
れている。 1814年度の損益勘定の収益の部の
959ぢほどが， この Leger for Company's 
Goods勘定の金額で占められている。
15ページにあるこの勘定をみるとき， To 
(またはBy)として， Several accounts [諸
口〕ー・で示されているが，借方に記された摘
要は forthe purpose of making sundry 
adjustments in this Leger [この元帳にお
ける調整総額を算出する目的で〕とあり，貸
方は同様の意味を tomake Sundry adjust-






mpany's Goods一-fordifference between 













ders who have received rumuneration... 



















for the balance of this Account t"、う摘
要であった。これが純利益として資本金勘定
に貸方記入される，すなわち byProfit and 
154 立教経済学研究第43巻第1号 1989年




出ているが， Profit and Loss prior to 30 ap 
: 1814: sundry items credited.・と， この勘
定は前年度とは反対に貸方に記入されている。
さらにこの貸方には byProfit and Loss of 










月(末日〉づけで， to Fort Saint George 
Commercial Book-Loss on Sale of dead 
Stock at Vizagapat. が言己されてL、る。この
勘定は(下巻の)466ページに設けられてい
る。これを含んで借方には6項目が記される












なる。これと 1814年5月の.E16，519， 119-2 
33んを比較して，差額が .E14，886， 822-19 
-91/4が出る。 これが正味身代となる。この
















降の集計計算のために， by Old Account-for 








































East India Company in trust for His 
Majesty for the Service of the Goverm-
ent of India for the balance transfored 
under the provisions of the act 344 art 4 




この TheEast lndia Company in trust 
for His Majesty for the service of the 









ることなく (265ペー ジ参照)， 34年度からは
損益勘定残高はTheEast India Company in 

















(B) The East India Company in trust 



















引きつぐこととなる。 この勘定の貸方 By 
General Joint Stock--for the balance of 
that account--transferred... a 6，352，459--
16--10と記される。上の仕訳の貸方の一方で
ある。さらに同日付げで，借方にToBalance 
























torial Books-amount outstanding in respect 
of Private Trade Goods としづ摘要記入が
なされる (128667 ~2-11)。ついで情方記入
となり ToTerritorial Books ・Comm巴rcial
assets realized : 1841/42として1210，217-17
-6が記入される。さらに貸方に byProfit 
and Loss-balance of that account として
12115，530-10-0が記入されるが， 貸方記




balance hereof-transferred to the Terri-











借方のはじめはforthe amount of Commer-
cial Assets.・で1211，139，173-9 -3 で， つ





Commercial Debts... 12899， 487-8 -0であ
り，ついで同じくamountof the Home Bond 
Debt... 12 3，500，852-15-9であって，三番
目のものとしてamountof the Capital Stock 
of the Company on 30th april 1834で，12 
6，000，000であった。これにさらに損益勘定

























Territorial Books-Commercial assets real-
ized : 1841/42 (1841年度に売れた商品とし
て).l10， 217-17-6である。これに続いて
貸方記入となるが〔仕丁21)， by Profit and 




to Territorial Books-for balance hereof 
-transferred to the Territorial Books for 















入は toSeveral Accounts... [諸口・ー 〕とし
て.l17，288， 640-7-1であるが，貸方側の
記入は2口あって， 1834年4月(末日〕↓こby
Several Accounts-for the balance of tho-














の記入は ByGeneral Joint Stock-for bal-
ance of that account-transferredと記入
されたものの金額で， .l 6，352，459-16-10 
であるが，これは第1ページの資本勘定より
転記であった。
















回の記入が， .l 373， 850-6 -4なされ， さ
らにBythe East India Company.ー の摘要で




























金額が， To(またBy)Several Account-for 










amount outstanding in respect of Private 
Trade Goods (私貿易商品に関して未決済の
額〉む寸描要で， A 870， 230-18-4が記
載されている。そして借方にはToTerritor-
ial Books ・CommercialAssets realized : 











red to the Territorial Books for adjustm-

















































としづ仕訳がなされた。金額は;f， 8 -17-10 
である。これは掛け値分の計上である。
ついで toDividends on Stock for One 
Year's dividend on the Capital stock at;f， 






配当金 (Dividendson Stock-commercial) 
勘定が設けられているが， 81ページのこの勘
定の貸方に1815年4月末日づけで， by Sev-
eral Accounts-for amO.t of one Year's 







to Dividends on StockとL、う摘要で，借





Dividends on stock. One year's Dividend 
on Capital Stock at alO per Centとある
が続いてresidueof 10 per C. t beyond what 
the Separate Fund was sufficient for dis-




Dividends on Stock-One year's Dividend 


















この振替記帳は byProfit and Loss-for 


















借方には2口の記入。まず toFreight and 








charges in India and not added to Invoices 





..for balance of that Accuntで， A 181-
7-10，さらlこbyCharges of Merchandize 
..for balance of that Accountで A803-8
-3であり，最後に byProfit and Loss on 
realization of the Commercial Assets. net 
charge of Commercial .EstablishmentとL、








初はToSeveral1 Accounts-amount due to 





10-8である。なお， Supra Cargoes for 
Commisions としづ勘定名は， 460ペー ジ，
468， 469， 470ページと出てくが， 468ページ
には chinaSupra Cargoes勘定であるが，
Commercial Charges勘定の第六番目に，
to china Supra Cargoes， for amount rep-
ayed at Canton that accountとL、う摘要に
よる記入がなされていた。広東貿易。つぎに
to money issued per order of the Secret 
Committee (472ページ〉が出てくる。
Commercial Charges account (p.486)は，
遠隔地貿易の経費勘定である。いくつかの貿










貸方側にただ一つの記入が ByProfit and 
Loss on the Outward Trade-for Supra 

















仕訳帳24ページの結呆をうけて， by Leger 
for Company's Goods-for different betw-
イギリス東インド会社のAA元I援 161 
een Invoice and Sa1e Amount of Goods 







to Leger for Company's Goods-for amount 
of Insurance pr巴miumson Charges Home-
ward 1814/15 (1814年度本国向けの費用と
しての保険料割増金額〉で， A 122， 843-0 
0であった。
損益勘定の貸方に記されたこの勘定の1816
年4月 (1815年度末〉の摘要はbyLeger for 
Company's Good-for difference between 
Invoice Cost and Sa1e Amount of Goods 




く。 1817年4月にはbyLeger for Co. Goods 





































の損益勘定にはtoProfit and Loss prior to 
30th April 1814とLづ記入があり，金額は








のとして， Profit anb Loss of the Territo-
ria1 Dept. (: ¥づ勘定があり， 1814年度(1815
年4月末〉に損益勘定に借方記入されている。









Profit and Loss 
To Cash ( 2月末記入〉
to Divid巴ndson stock... 
to Bengal Commercial Books.. 
to Stores for the Outports... 
to Leger for Company's Goods.. 
to Several accounts 
to Profit and Loss priorto 30 april 1814... 
to Profit and Loss of the Territorial Depart... 
to Commercial Charges.. 
to General ! oint Stock.. 
会社の前期的独占の崩壊期に当って，商業活
動が出滞してくる。商品売買取引も単に Le-




























by Commanders who hav巴 recevied
remuneration... 
by Leger for Company's Goods... 
by Companys Duti巴sand 






























































































































































































































































































































































Ledger [commercial] account)が， 19ペー













私貿易関税 (customson Private Trade 
[commercialJ)勘定が， 23-5ページに設
けられているし， Company's duties and 
charges on Private Trade accountが， 27 
ページより29ページに設けられて， 29ページ
では1842年まで記録している。
1814年から1834年にわたる元帳であるとA
A元帳はいわれるが (IOLRのガイドブック
にも，帳簿の裏表紙にも)， 1842年4月まで
にわたる多くの勘定があった。実質的にはこ
の年度まで商取引(商業活動〉は残務整理的
ではあろうが続いている。 1833年の対中国貿
易(茶貿易〉の自由化によって，東インド会
社の独占は崩壊したが，まさにAA元帳の最
後の年でもあった。ここに商業利潤の追求体
としての東インド会社は歴史的役割りをおえ
たのであった。
ここに商業活動の停止は，前期的資本の崩
壊であって，イギリス本国では産業革命の完
成・完了となって，産業資本を中軸とする資
本主義体制の成立となった。会計史もこれに
対応して資本勘定(GeneralJoint Stock acc・
ount)の終結となった。利潤の最終的帰属勘
定の閉鎖であった。 AA元帳の勘定として資
本勘定は「東インド会社勘定」と勘定名をか
えて残って1842年を迎えた。ここに亡び行く
経営体としての東インド会社の会計が展開し
てゆくが， 1664年から存在してきている元帳
にはそのときどきのイギリス会計実践の最高
峰が展開されていたーーその歴史は栄光の巨
大独占企業の時代，アジアから富を吸いあげ
て，ロンドンに運ぶものであって，このなか
でいままでみてきたような会計技術的な成果
が展開した。それはイギリス式決算締切り法，
ストッグ勘定に始まる勘定体系で最後にバラ
ンス勘定をおくが，すばらしL、複式簿記法の
展開であり，それはまた期間的会計を意識し
たものとして展開した。 AA元帳においては
会計年度は5月1日より翌年の4月30日まで
の12ヶ月 (1年〉であった。そして損益勘定
は終りにいたるまで常設勘定であった。決し
て決算時点で設けられる，決算目的のための
集計勘定ではなかった点は注目すべきであっ
た。商品取引の個別記録性は口別性でもあっ
て，商品名商品勘定とか，総括勘定としての
商品名の補助元帳勘定の存在・展開であった。
これが「一般商品勘定Jとか， I三分法」形
成・展開と論理的にどのようにかかわるか
一一簿記書の論理と簿記実践の論理との差を
みてよいかどうか。実務の世界では口別性が
一般的であったが，損益計算の理論体系とし
て一般商品勘定が想定されたのであろう。こ
れもまた三分法でも同じで，売上高と売上原
価との対応論理が問われるなかで期間損益計
算の理論が展開してこよう。これは相当に抽
象的な論理となってくるもので，ここに近代
会計学の成立となろうが，これは前期的資本
の胎内であるよりは産業資本〔近代的資本〕
の体制内での問題で，東インド会社の会計実
践をこえるところででてきた。これが束イン
ド会社の限界であったろうか。
簿記教科書的な理念と実務そのものの簿記
実践が画き出す現実像とは遠くかけ離れてい
るが，実務はまさに個別・特殊的であった。
しかし一つの存在であることは，全体として
みてもその存在を許容することであって，イ
ギリス東インド会社の実践はイギリスの実務
の反映であるといえよう。
L、まここにAA元帳分析を中心としながら，
その持つ歴史的地位について考えてきた。こ
の帳簿で商業活動は終末を迎えるが，束イン
ド会社は1858年の，セポイの反乱によるイン
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ド統治法の可決のなかで消滅する。東インド
会社の元帳は， AA元帳のあとにも，元帳名
のない元帳が1870年まで続く。 AA元帳に続
くものを筆者は 133号元帳」となづけるが，
139号元帳Jまで続くこととなる。
会計史は会計技術の成功事例の体系化史と
して，ばら色にえがかれてきた。技術史一般
にも云えることであるが，勝利者史観がもろ
に具体化するものであった。複式簿記体系化
史とみられる中世イタリア簿記史も，さらに
17・8世紀史でも近代会計制度に昇華する方
向で形成史が把握されてきた。東インド会社
会計史は近代会計成立史と考ることもできる。
しかし，いまここで取扱ったAA元帳は独占
崩壊の会計を示すものであって，亡びの歴史
を示している。
亡びてゆく会社の会計実践は何を会計史に
語り，残すのであろうか。ここを世界史的に
整理することが東インド会社会計史の一つの
大きな仕事となるであろう。これがイギリス
東インド会社会計史の結論となる。
